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「年金資産運用の手引き」刊行に当たって 

 

当機構は、設立以来三十有余年の歴史があります。年金制度研究開発基金、年金総合研究セ

ンター、年金シニアプラン総合研究機構と名前を変えて参りましたが、年金制度研究と年金資

金の運用研究を積み重ねてまいりました。本書は、これまでの運用研究の蓄積を踏まえ、年金

資産運用の内容について体系的に解説すべく企画したものであり、年金資産運用プロセスに則

して各段階の内容の解説と具体的事例を掲載しています（注）。 

本書を作成した目的は、複雑化する商品や資産市場において年金資産運用の軸となる投資管

理プロセスの基礎を認識して、最適な投資管理プロセスの実現に向けた課題を年金基金関係者

が自身で把握することを意図したものです。この観点から、年金基金関係者向けに、できる限

り客観性が高く、かつ専門性という点でも優れたものとなるように工夫して解説をしています。

本書を利用することで現状のレベルの確認や問題点、課題の把握、より質の高いステップにい

くための改善計画の立案などに役立つことをねらいとしています。    

また、単なる抽象的な説明に終わらないよう、国内の単独型・連合型・総合型年金基金、確

定給付企業年金、海外の年金基金等における実際の資産管理手法を取り上げています。これら

の具体的事例は、現状の資産管理状況のチェックや一層の高度化に向けた課題に取り組むため

の実用的な参考例になると考えています。 

特に、2008 年 9 月のいわゆるリーマン・ショックに端を発する世界的な経済金融危機によ

り投資環境は急激かつ大幅な変動に見舞われました。このような中でも資産運用プロセスは継

続していきます。どのような考え方で各運用関係者はこれに当たったのか関係者の生の声をお

届けしています。 

本書の作成にあたり、基金関係者、確定給付企業年金の運用関係者、コンサルティング機関、

運用機関等、関係各位には多大なるご支援を頂きました。この場をお借りして心より感謝申し

上げます。 

今後も各方面からのご意見もいただきながら適切で分かりやすい内容に更新し、更なる調査

研究と研修活動をすすめて参りたいと考えております。ご意見ご感想等を是非ともお寄せ頂け

れば幸いです。 
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こちらは2009年度に書籍として発行した「年金資産運用の手引き」のサンプ
ル版です。現在、在庫はありませんが、本書籍の本文は2010年度（平成22年
度）に発行した書籍「変貌する投資環境と年金資産運用」に統合されていま
す。本書籍の本文をご覧になりたい方は「研究成果・出版物」の「調査研究
報告書」のページからご購読をお申し込みください。
【書籍名】「変貌する投資環境と年金資産運用」（報告書番号22-1）
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